
医師の臨床研修について 
 

 

当院をご利用者の皆様へ 

 

当院は、医学部卒業後２年間の医師（初期研修医）が臨床研修を実施する

「臨床研修病院」の指定を受けており、下記臨床研修の理念・基本方針に

基づき、毎年多くの初期研修医が日々臨床研修に励んでおります。 

未来の医療を担う彼らを教育し、立派な医療従事者に育てることが当院の

使命でもありますので、何卒、臨床研修へのご理解を賜りますようお願い

いたします。 

山形県立中央病院長 

 

 
山形県立中央病院 

臨床研修の理念・基本方針 
 

理  念 

 当院の臨床研修は、研修医が配属された診療科だけが行うのではなく、病院全

体が行うという考え方に立って、将来の専門性に関わらず、社会的なニーズに対

応できるよう、研修の目標としてプライマリ・ケアに要求される知識・技能及び

態度の修得を含む幅広い能力を持った医師養成を目指しています。 

基本方針 

①将来の専門性に関わらず、全ての医師に求められるプライマリ・ケアを行うた

めの知識・技能及び態度を修得する。 

②患者さんの命の尊厳を守る医療人としての倫理のみならず、社会人としての倫

理も身につける。また、医療安全に常に配慮して診療する態度を身に付ける。 

③他の医師・医療スタッフと協調して診療を行う態度を身に付ける。 

④患者さんが抱える問題を、疾患についての診療のみではなく、心理的・社会的

な観点からも捉え、家族までも含めた良好な人間関係を構築し、患者さん・家

族が納得できる医療（インフォームドコンセント）を行う態度を身に付ける。 

⑤医療保険制度に基づき診療する習慣を身に付ける。 

 


